
笠岡市教育委員会１２月定例会 会議録

議事録署名委員 教育委員 藤 谷 幸 弘

教育委員 東 山 琴 子

会議録を調製した職員 松 尾 千 鶴

１ 開 会 年 月 日 令和４年１２月１６日（金） 午後３時０２分

２ 場 所 笠岡市教育委員会会議室

３ 出席委員等の

氏名

教育長 岡田 達也

委員 石井 啓弌 藤谷 幸弘 山下 敬広

東山 琴子（web参加）

４ 欠席委員の氏名 なし

５ 会議に出席した

者の職・氏名

教育部長 森山 一成

教育総務課長 松尾 千鶴

学校教育課課長 槙野 英一

生涯学習課長 石井 善子

給食センター所長 宮 恭子

教育総務課課長補佐 藤代 幸弘

６ 付議案件及び

議決状況 議案第35号 令和４年度末校長・教員等人事異動内申

方針（案）について

報告第 ８号 教育長の専決処分した感謝状の贈呈について

協議報告事項 別紙のとおり

７ 会議の状況 別紙のとおり

８ 閉会年月日 令和４年１２月１６日（金） 午後４時２１分



会 議 の 状 況

１ 開 会 （岡田教育長）

２ 前回議事録（定例会）の報告 （藤代課長補佐）

令和４年１1月定例会
令和４年１１月１８日（金）午後３時８分から，教育委員会会議室で開催

出席者は，藤谷委員，山下委員，東山委員

審議案件は１議案

・議案第３４号 笠岡市立学校におけるハラスメントの防止等に関する要綱の制

定について

閉会は，同日の午後４時２５分

３ 教育長の報告（挨拶）

改めまして，こんにちは。学校関係も２学期はあと１週間，来週の金曜日が終業式と

なります。２学期の行事予定としては，予定したことがほぼきちんできたということ

で，安心しています。ただ，コロナが先週ぐらいからまた増えて，学級閉鎖の学校が出

てきています。今日現在で言うと，学級閉鎖は今日までが３校あったのですが，月曜日

から再開するようになります。ただ，今日は新たに２校，学級閉鎖等の必要性が出てき

たので，来週の月曜日まで２校が続くということで，基本的な感染防止対策を徹底する

ように指示をしています。

４ 議事録署名人の指名（藤谷委員，東山委員）

５ 議 事

議案第３５号 令和４年度末校長・教員等人事異動内申方針（案）について

（学校教育課）

槙野課長 資料議３５－１をご覧ください。岡山県教育委員会の要綱に基づいて，

県教育委員会・他市町村教育委員会校園長との密接な連携を取りながら，

教職員としての実績を勘案して，広い視野に立って異動を進めて，教育水

準の向上を図っていきます。３点挙げており，まず，他市町村並びに島陸

との交流を積極的に行い，教育の充実・振興に努めること。２点目，能

力・適性，教育経験の領域，同一校の勤務年数，地域や学校の実態等を慎

重に考慮して，適材を適所に配置して，教員厚生の充実を図るというこ

と。３点目，管理職等の配置・登用については，適格性を慎重に考慮する

と共に，豊かな教職経験や実績，時代の変化に適切に対応する能力を重視



すること。以上３点です。

岡田教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

岡田教育長 それでは，ご承認いただけますか。

教育委員 （異議なし）

報告第８号 教育長の専決処分した感謝状の贈呈について（教育総務課）

松尾課長 資料報８－２をご覧ください。この度，笠岡市走出にあります坂本産業

株式会社から，笠岡市の教育の振興のためにという趣旨で，２,０００万円
の寄付をいただき，１２月１日に感謝状をお渡ししたことを報告させてい

ただくものです。坂本産業株式会社については，昨年度・今年度と２年連

続で１,０００万円ずつ，合わせて２,０００万円の寄付をいただいたもの

です。坂本産業株式会社よりいただいた寄付の使い道ですが，基金への積

み立てを行い，計画的・継続的に子ども達の教育振興に活用しようと考え

ています。そのため，本日お手元に配布している参考資料の１枚ものです

が，笠岡市基金の設置・管理及び処分に関する条例の抜粋を入れています

が，こちらの方の一部改正を１２月議会に提出しているところです。改正

の内容としては，第２条に規定されている基金のうち，アンダーラインを

引いている第２４号の「笠岡市学校図書整備費引き当て基金」を，「笠岡

市子ども教育振興基金」に変更すると共に，裏面の第５３号に規定されて

いる「使途」について，「学校図書を整備する場合に限り」とされている

ものを，「学校等の教育活動の充実を図る場合に限り」と変更し，その使

途の範囲を広げることにより，従来の学校図書の整備も含め，各学校等が

児童生徒のために意欲的に実施していこうとする教育活動や取り組みに対

し活用し，子ども達に多様な学びの機会の提供を行っていきたいと考えて

います。少し具体的な例で申しますと，小中学校や高等学校，海外の学校

等の交流事業や，地域人材を活かしたキャリア教育の推進などの交流活

動，また，教科や総合的な学習等で行う地域学や，地域課題への取り組

み，地域に関する歴史や伝統文化，自然探求の推進など地域探求活動，そ

して職場体験やスポーツ体験，自然や伝統文化に触れ合う体験等の，様々

な体験活動の推進などの活動を考えています。これらの活動等について

は，各学校や中学校ブロックからの提案によるものとし，学校等のチャレ

ンジを応援しながら，子ども達に体験や活動の場を提供できるようにして

いきたいと考えています。

岡田教育長 何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

藤谷委員 以前に，基金を立ち上げようということが議会で１回否決されたような



気がするのですが，それと今回の関係はどんな関係になるのですか。

松尾課長 同じ坂本産業の寄付を積み立てるということで，前回とは目的や対象と

する事業等を変更したことにより，今回１２月議会へ議案として提出して

います。今度は，今説明した内容についてどうかという議決をいただくよ

うになります。

藤谷委員 基金として，使用目的が前回の時とは変わったということですか。

松尾課長 前回は善行表彰や井戸平左衛門の表彰を主に対象としたものとして出さ

れていましたが，今回は先程説明した内容としています。

岡田教育長 その他に何かご意見はありますか。

教育委員 （なし）

６ 協議・報告

（１）令和４年１２月笠岡市議会定例会質問・回答について（教育部長）

森山部長 資料協１－１，お配りしている議会の回答報告書をご覧ください。今

回，１２月議会では７名の議員が質問したうちの４名が，教育委員会案件

の質問でした。まず，１ページのところは栗尾典子議員ですが，小中一貫

教育校についてです。特に施設一体型のところを中心にして，それぞれ

の，北部の学校のことについても，新吉中学校区についても質問を受ける

ような形になりました。１点目ですが，こちらの答えは協１－２にありま

すが，パンフレットに記載の小中一貫教育校の年度が予定となっているの

ですが，これは決定事項なのかということで質問がありました。こちらに

ついては決定されていることであると，小中一貫の計画に基づいて，今の

ところ順調にやっていると，来年度には基本設計・実施設計，そういった

ところに踏み込んだ内容で今後は進めていくというような答えにしていま

す。そして２点目は，一体型と分離型では不公平・不平等があるのではな

いかということでしたが，確かに一体型の方が効果のある取り組みなので

すが，分離型であってもきちんと子ども達の学びが保障されるように，し

っかりと市費で教員を加配したり，乗り入れの関係で教員がきちんと対応

できるように，教育委員会としてもしっかりとバックアップしながら，そ

ういった差がないように取り組んでいくと答えています。そして３点目

は，開校時の生徒数と学級数ですが，こちらについては協１－３のところ

にあります。金浦中ブロックは小学校１年から中学校３年まで５３１人，

これは開校時の予定ですが，５３１人で，全学年２学級で全１８学級。新

吉中学校は小学校１年から中学校３年まで２３９人で，全学年１学級，全

９学級。それから，神島外中ブロックは小学校１年から中学校３年まで６

２人で，小学校は複式学級が２学級の全７学級になるというような状況



が，開校時の状況になります。今の状況でこういった人数になっていると

いうことになります。今後はしっかりと社会動態を増やしていくための取

り組みを，今は定住促進であったり子育て支援であったりが取り組んでい

るので，そして今期，上半期が，笠岡市で社会動態が，２６年ぶりなので

すが，プラスになっているという状況から，働ける場所が増えてきている

というような状況があります。これに基づいてしっかりと取り組んで，今

の状況をしっかりと維持していけるように頑張っていくと回答していま

す。そして４点目で，中学校区の質問が出たのですが，こちらについて

は，今現在ある小中一貫教育推進計画に基づいてやりきることが，今現在

では大切なことだと思っており，大きな見直しは考えていないと回答して

います。また今後，いろいろな状況も社会情勢の変化もしっかり見なが

ら，必要に応じて学区のあり方を検討するようなことになっていくと答え

ています。そして５点目は，小北中学校が今の笠岡市の計画の中で謳われ

ていないので，その辺りのことの質問が出ました。小北中学校については

組合立の中学校なので，そこにはちゃんとした教育指針，小北中学校によ

るものがあるので，それも含めて，その中では併設型としての位置付け，

小中の連携教育を進めていくということにしています。中学校の先生が小

学校への乗り入れ授業を，北川小・小田小の交流学習の中でも取り組んで

いるということで，今現在のところで小北中学校は小北中学校のやり方で

推進しているということになっています。そして６点目は，今後子ども達

が減るのではないかということに対して，教育委員会は何を課題として捉

えているのかという質問でした。こちらは，協１－４にありますが，予想

を超えて進展していっている社会の中でたくましく生き抜いていくという

ことが重要であると考えており，子ども達が夢や志を持って成長し，郷土

を愛する心を育てることが大切，そしてその思いを醸成する環境づくりが

課題であると，教育委員会としては認識していると答えています。これに

ついては先程の坂本産業の寄付等もいただいて，それを積み立てていく笠

岡市子ども教育振興基金を設置して，いろいろな活動，交流活動・地域探

求活動・体験活動，こういったものも充実させながら，地域の方と一緒に

いろいろな取り組みを行って，小中一貫教育等も含めた中で多様な考えに

触れて，お互いの良さを認め尊重し合いながら，自らの見方とか生き方を

考えたり，他者と協働して身近な課題を解決しようとしたりする，笠岡市

の未来を作る子どもの成長を支えることが教育委員会の務めであると回答

しています。

続いて，真鍋議員ですが，協１－５，マスクの着用について，ちょうど

この質問が出る頃には，学校の給食での黙食をぼちぼち解禁しても良いの



ではないかみたいなことが，文部科学省からの通知が出だした頃だったの

で，おそらく真鍋議員は，できるだけ外すことを努めたら良いのではない

かという思いの中で，この質問が最初に出てきたのですが，議会の本会議

が始まる時には，笠岡市においてもコロナの影響で学級閉鎖がまた出だし

た，ぶり返してきだした時だったので，原則はマスク着用，そしてその

時々の様子によって判断して，感染症対策を徹底しながら，マスクの着脱

については考えていくという内容になっています。そして２点目は，協１

－７，こちらは真鍋議員が以前にも質問された，オーガニック食材を使っ

ての給食の提供についての進捗状況の質問がありました。その２点目につ

いては，昨日１２月１５日の給食の献立の「ひじき和え」という献立の中

に，にんじん・ほうれん草を使った食材を提供しているという内容です。

今後については，有機栽培の食材は給食センターで扱うためには流通量が

少なくて，食材の量が少なく，そして通常のものよりも値段が１．５倍程

度高いということで，なかなか頻度を上げて使うということが大変難しい

状況にあるということです。ただ，オーガニック給食が子ども達の健康や

環境に負荷を与えない等の効果があるということは理解しているのです

が，流通量と価格の面で考えると，今の現状以上のことは考えにくいよう

な話をしています。そして３点目は，今度は農林水産省の方で法律ができ

て，緑の食料システム法というものが，できるだけ有機栽培で採れた作物

を，今後全体の耕地面積の２５％は有機栽培のものを取り組むように推進

していくという，そういった戦略が出ました。そういうものが出たために

真鍋議員は，そういったものを給食に入れて欲しいという思いで３点目の

質問が出ていますが，実際に先程の，食材を買うための補助メニューがな

いので，今現在のところは現状を維持しながら対応していきたいと回答し

ています。そして協１－１１では，笠岡市相談支援ファイル「かけはし」

についての質問が出ました。今日委員さんのお手元に，笠岡市相談支援フ

ァイル「かけはし」というものを置かせてもらっています。こちらは障が

いのあるお子さんであったり，発達障がいのあるお子さんに対して，生育

歴等いろいろな指導してきた内容，母子手帳の内容，障害者の方に活用し

てもらうという感じですが，必ずしもこれのまま使わなくても思うように

使っていただいて，いろいろな書類をファイリングしていただいて，有効

に活用してもらえたらということでできたものです。一番これがあって助

かるのは，本人が今度大人になったりした時に障害年金を申請する時に，

過去にどういったことに取り組んできたのか，どういった特徴のあるお子

さんだったのかというようなことも含めてわかるので，これをきちんと書

いておけばスムーズな手続きができやすいということ，そして私たちは，



今は職場でもいろいろな障害を持っておられる方の雇用をしていくのです

が，その中で，やはり馴染んでもらうために，どういった特徴を持ってい

る方なのかということがあらかじめわかれば，その特徴に応じたお仕事を

してもらえる，早めに気づいてもらえる，「何回言ってもこれができない

のだけど，どうやったら良いのだろうか」と悩まなくても良い部分も出て

きますので，この「かけはし」をしっかり使っていくことが重要だと私た

ちは考えており，これについての回答を真鍋議員の最初の辺りにしていま

す。災害時の支援計画等でも，先程言ったようにファイリングしてもらえ

れば，十分活用していけるものだと考えています。これが３点目になりま

す。４点目は，笠岡市特別支援教育推進委員会というものが昨年度立ち上

がっているのですが，こちらで協議されている内容についての質問があり

ました。こちらについては，協１－１２にあるように，最終的には笠岡市

の特別支援教育の基本理念・基本構想をしっかりと明確にしていくため

に，この会議の中で検討しているところです。来年度には市内の学校へそ

の計画，特別支援教育の推進計画，そういったものをきちんとお知らせし

て，支援を必要とする幼児・児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的

な取り組みへの適切な指導，及び必要な支援がより一層充実するよう努め

ていくと回答しています。そして，特別支援教育推進委員会の活動状況に

ついて質問されましたので，こちらについては協１－１３にあります。講

演会，研修会，そしていろいろな委員から提供を受けた特別支援教育支援

ソフトの仕様について，その内容について回答しています。協１－１３の

方を参照してください。そして，協１－１４は先般行われた，トモニ療育

センターの所長の河島淳子先生の講演内容について質問があり，地域福祉

課の方の福祉的な視点と，教育委員会からの教育の視点での質問がありま

した。そちらについては教育長が出席されて，参加されての思いを発表し

てくれました。そして河島教材についての特徴を紹介してもらいました。

こちらについても，協１－１４と協１－１５を参考に見ていただけたらと

思います。続いて，協１－１６では，不登校の児童生徒の数の質問と，そ

の支援策についての質問がありました。本年度の１１月末までの３０日以

上の長期欠席者は，小学校が１９名，中学校が７９名で，そのうち不登校

者数は，小学校が６名，中学校では４２名というような数が今現在のとこ

ろです。要因も様々あるというようなことも回答しています。本人，子ど

も達だけの部分の要因だけではなくて，子ども達の様子・変化をしっかり

と見逃さない，教職員の資質・能力や支援体制の，学校としての組織対応

について，教育委員会としては今後も指導していくということの回答をし

ています。そして，不登校児童生徒の具体的な支援策は，８点目の方で質



問がありましたので，協１－１６から１７の辺りにあり，オンライン朝の

会を活用してしっかりと顔を見ながら，その日の体調や興味のある話をし

たり，教室からの授業配信で自宅で受けたりしていると，そして，更に学

習意欲の出てきた児童生徒には個別に課題を配布して，取り組む様子から

個別にコメントを返すなど，家庭学習への支援も行っています。登校して

いても教室に入りにくい児童生徒に対しては，教室と別室をリモートで繋

ぎ，教室で行われている授業を別室でも受けることができるように対応し

ているというような内容になっています。そして，もちろん訪問しながら

しっかりと本人と会うことを前提に活動をしているのですが，会うことが

できなくてもメモを残したり，保護者と情報共有を行ったりして対応する

ようにしているという内容の回答をしています。しっかりと学校復帰に向

けてのサポートを，それぞれ笠岡市総合教育相談支援センターの相談員で

あったり，学校の教職員であったり，いろいろな立場で対応し，思いをし

っかりと受け止められるようにサポートしていっている状況です。そして

協１－１８では，今までの相談支援センターを中心とした活動にプラスし

て，不登校対策として子どもの居場所づくりに，令和５年度を目途に飛島

の「育海」と連携した離島留学の準備を進めているということでの紹介も

兼ねた回答をしています。今後，この「育海」についてはしっかりとサポ

ートしていって，誰１人取り残さない教育・支援体制づくりを進めていき

ますと回答しています。そして，協１－１９では先程の不登校に続いて

の，数等も含めた質問から続いているのですが，部活だけ参加したいとい

うことがあった時には参加可能なのかという質問で，もちろん可能ですと

回答しています。そして，先程言ったように離島留学を活用したり，市内

の他のフリースクール，エブリハートがあるのですが，そういったとこ

ろ，そして総合教育相談支援センター等も活用することが可能であって，

それに対しての補助制度は充実させられないのかという質問がありまし

た。すでに民間の事業所に対しては，こども部であったり地域福祉課の予

算で，運営に関しての補助制度があるので，それを活用してもらうこと

で，利用者の負担を減らすように努力はしてもらっています。離島留学を

する「育海」に対しても，運営・施設の設備等に対しては民間の費用，日

本財団等の費用も入っていたりするのですが，利用者に対しても保護者に

対しても負担軽減となるように，今後は補助制度を検討していますと回答

しています。そして協１－２１ですが，こちらが真鍋議員の最後の質問で

すが，ヤングケアラーについて質問がありました。ヤングケアラーの定義

がしっかりなっていない中で，ヤングケアラーは家庭内のデリケートな問

題であり，負担の重さを本人が自覚していないことがあったり，支援が必



要であっても表面化しにくいという特徴があります。そういったことでア

ンケート調査ができにくいというのが本市の状況です。学校で子ども達の

日常の様子や，そういった普段の様子からしっかりと見抜けるように，早

期発見に努めている状況にあります。そして今現在は，先程の状況として

は把握しにくいのですが，ヤングケアラーの可能性のある児童生徒の報告

は上がってきているので，それぞれの案件としていろいろな部署と連携し

ながら対応して，児童生徒の支援を継続しています。根本的にはその保護

者や家族等，そういった方をいろいろな施策，福祉であったりいろいろな

施策へつながないと，このヤングケアラーの最終的な解決に向かわないの

で，いろいろな部局との連携をしっかりしていって，少しでも負担を減ら

していく，そういう取り組みをしていくと回答しています。

続いて協１－２３は，原田議員の質問になります。こちらは，休校にな

っている島しょ部の小中学校の今後についての質問です。現在休校になっ

ている学校について，また要望があったら開校という可能性もあるのです

かという質問でした。こちらについては，再開することは考えていません

と回答しています。もちろん中学校についてはないのですが，小学校につ

いては今まで通り継続するという方向で，場合によっては更に著しく子ど

も達が減って，教育に支障が出るということになると，また保護者と協議

を続けていくと，特に原田議員の地元である白石の小学校について，この

まま休校を続けるのかというような質問でした。休校している白石小学校

区にお住まいの保護者には，子ども達にとってより適正な規模の教育環境

で学校生活を送ることができるよう，すでに通学方法等を理解いただい

て，神島外小学校を進学先に決めていただいているという状況にありま

す。こちらについては，地元の方で活用したいという声も上がってきそう

な雰囲気であるので，今後地元と話をしながら，休校から廃校への手続き

をしていくようになっているものです。そして２点目は，真鍋中学校の校

舎についてですが，こちらは観光資源としての活用が今は多いのですが，

現在真鍋中学校が耐震基準を満たしていない木造の校舎なので，真鍋中学

校の学生はいるのですが，使っていないという状況で，真鍋小学校が今休

校中なので，そちらの校舎を活用して，利用しています。今，真鍋中学校

は１年生が２名いるのですが，その２名が卒業する時には廃校となってい

く予定になっていますので，その時に今後の利活用についての検討が出て

くると回答しています。

そして，協１－２６と協１－２７が藤井義明議員からの質問で，小中一

貫教育についての質問でした。施設一体型の小中一貫校の開設の目的，小

中学校統合の目的，金浦中学校ブロックが選ばれた理由，今後のスケジュ



ール，そして城見小学校の廃校は決定事項かという質問でした。１点目の

部分で，施設一体型の小中一貫教育校の開設の目的については，今までの

説明会でも話していますが，しっかりと子ども達の学び・育ちの連続性が

最大限に活かされ，最も教育効果が高い教育環境を実現することを目的

に，施設一体型の小中一貫教育校を開設していくと回答しています。詳し

い内容については，そのあとの回答文を参照いただけたらと思います。そ

して２点目の統合の目的なのですが，やはり適正な学級規模を確保するこ

と，子ども同士で切磋琢磨する中で社会性や協調性を培い，よりよい人間

関係を築いていく力を育てること，こういったものを目的として推進して

いると回答しています。そして３点目は，金浦中ブロックが選ばれた理由

としては，市内の小中学校の中でも比較的広い敷地であるということ，そ

の敷地を活かして校舎を改築・新築して，多様な授業スタイルに対応する

オープンスペースや交流スペース，スクールバス・自転車通学・徒歩通学

の動線の確保，子ども達の多様な学びと安全を支える環境を整備すること

が可能になる場所であるということで回答しています。もちろんクラス替

えも出来る，そういったことも，今までできていなかったものができてい

くと，そういった環境を提供できることの優位性も，回答の中に入れてい

ます。そして，スケジュールとしては，今現在，今年度に基本計画を策定

して，令和５・６年度に基本設計・実施設計，令和６・７年度に建設，そ

して８年度には開設できるように，スタートできるようにやっていますと

いう内容の回答になっています。そして要件が適合すれば，義務教育学校

の設置についても検討して，準備していくと答えています。そして，４点

目は城見小学校の廃校は決定事項かということで，質問がありました。現

在は市長部局と教育委員会との間での計画を発表したり，いろいろな決定

を含めて議会とも話をしていき，そして予算化をしっかりして，きちんと

した決定事項として進めていますと回答しています。今回は小中一貫教育

全体としてかなり質問が出ています。実際に教育の中身についての不安と

か，そういったものはあまりなくて，質の高い教育を提供していただける

のであれば，賛成側に回っていく保護者が多いのは確かです。ただ，地域

にしてみると，学校がなくなるということでの寂しさであったり，跡地利

用についての考えが市から示されない分不安に思っているという意見等が

説明会の中で出てきているので，そういったことが質問として上がってき

ているのかという実感がありました。

岡田教育長 この件はこのあと小中一貫教育推進計画の報告の中で，またご意見・ご

質問があればお願いします。



（２）令和４年度一般会計１２月補正予算（教育関係）について（教育総務課）

松尾課長 資料協２－１をご覧ください。教育費関係の１２月補正予算で，表の左

から２列目の９月補正後の予算額の一番下の段，予算額合計が２５億２，

９５３万７,０００円。これは９月の定例会で報告させていただいた額です

が，これに対して，その隣の欄，１２月補正予算額の一番下の額は３,６０
９万円を計上しており，表の一番右端の一番下の段の１２月補正後の予算

額合計は，２５億６，５６２万７，０００円となっています。この補正額

３,６０９万円については，協２－２をご覧ください。まずその財源です
が，上段の歳入をご覧ください。国庫支出金で，新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金が１０５万円，県支出金の学校保健特別対策事

業費補助金が１０５万円，そして，図書館や公民館等への寄付金が７４万

円，計２８４万円が特定財源となっています。そして補正額の内訳です

が，下段の歳出をご覧ください。まず教育費の教育総務費ですが，事務局

費については，神島外浦港にあるスクールボート用浮桟橋を改修する工事

費として２８９万円，先程説明した子ども教育振興基金の積立金として１,

０６０万円，合わせて１,３４９万円を計上しています。次に小学校費の学

校管理費ですが，エネルギー価格の高騰による電気料金の値上がりのた

め，光熱水費の増額分として１,０２２万円，新型コロナウイルス感染症の

関係の交付金を活用して，学校教育の教育活動の中で児童生徒の感染対策

に必要となる物品等の購入として，消耗品費を１４０万円，令和５年度の

笠岡小学校と今井小学校の統合に伴い，笠岡小学校のクラス数が１クラス

増加することとなるため，普通教室として使用するための改修を行う施設

維持・改良工事費として２４０万円，合わせて１,４３２万円を計上してい

ます。次に中学校費の学校管理費ですが，先程の小学校費と同様に光熱水

費の増額分として５００万円，続いて，これも同様にコロナの感染対策に

必要となる物品の購入費として，消耗品を７０万円，合わせて５７０万円

を計上しています。次に社会教育費ですが，公民館費については，先程と

同様に光熱水費の増額分として７０万円，地区公民館への指定寄付をいた

だいているので，該当の地区の公民館の委託料に充当するために，公民館

管理委託料を９万円，また，図書館費については，１１月の定例会で報告

した国際ソロプチミスト笠岡より，図書整備のために役立てて欲しいとい

う寄付をいただいたので，図書購入費として５万円，そして竹喬美術館費

については，先程と同様に光熱水費の増額分として１１３万円，合わせて

社会教育費は１９７万円を計上しています。次に保健体育費の体育施設費

ですが，台風１４号による倒木で破損した茂平運動場フェンスの修繕料と

して，６１万円を計上しています。なお，１２月補正予算については，２



１日の１２月議会の最終日に議決され，確定します。

岡田教育長 何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

（３）学校規模適正化計画及び小中一貫教育推進計画について（学校教育課）

槙野課長 まず１つ目，今井小学校と笠岡小学校の統合に向けてですが，交流学習

として資料に掲げてあるものを行っています。その中で，１１月２５日に

国語の授業，授業を一緒にということを前から考えており，実施しまし

た。具体的には，３校時目に３年生が笠岡小の３年２組の方に加わり，一

緒に国語の授業を行っています。子ども達は２０数名と一緒に学習すると

いうのは初めてということで，慣れていない中で緊張しながらの授業では

ありましたが，子ども達はよく頑張り，グループ学習で進んで話し合いに

参加するとか，挙手して発表するという姿が見られて，良い体験になった

のではないかと考えています。続いて，（２）の今井小学校の児童と地

域・保護者との交流ですが，１２月２日にしめ縄づくりということで，地

域の老人クラブの方，それから地域にお住まいの方，合わせて１４名のゲ

ストティーチャーを招いて，しめ縄づくりを通じて交流を行っています。

続いて，大きい２番の金浦中学校ブロックの施設一体型小中一貫校の開設

に向けてですが，整備検討委員会を１１月２９日に第５回委員会というこ

とで持っています。必要諸室リストとか一体型一貫校のコンセプト，それ

から建物・教室等について話し合いの方が進められています。別添の資料

で，左にあるのが一体型を作るにあたっての基本的な考え方，こんな基本

方針でこれから考えていきたいということで，①から⑥まで挙げていま

す。こういったことを皆さんの方で検討・協議を進め，それを元に，右の

方がより具現化するコンセプトとして，１番から５番までということでコ

ンセプトの方を検討し，決めているものです。そして，裏面の方に写真が

出ていますが，これは実際の様子がイメージできるということで，事例写

真を準備し，これを見ながらイメージを膨らませながら，コンセプトにつ

いて考えたり，それから建物の配置等について検討を進めているもので

す。

岡田教育長 何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

石井委員 城見地区での説明会ですが，これはアンケート結果の概要や質問・意見

等では，どのような意見が多かったのですか。

槙野課長 他の地区とも内容としては同じようなところに，どちらでも良い・反対

という意見はあり，やはり地域が，水没のこと等で危険なのではないかと

か，跡地利用というところについて出ていました。どちらでも良いあるい



はわからないという方の回答の内容も，具体的な細かいところでいくと，

先程申し上げたようなところに不安がある，ただ，反対の方でも教育の内

容については期待を持たれているという記述の内容があります。そういっ

たことについて，アンケートの結果を説明して意見をいただいたという流

れでした。

岡田教育長 アンケート結果というものを，いつとったものかというのももう１回確

認した方が良いのではないですか。

槙野課長 アンケートについては，昨年度３月に保護者の方を対象にとった内容と

いうことになります。

岡田教育長 それは教育委員の皆様に報告をさせていただいているのですか。

槙野課長 今年の初めに概要ということで，全体のものについては，４月に全体の

ものはご覧いただいています。

岡田教育長 その結果を地域の住民の方々に説明する場があったから説明したという

ことですね。

槙野課長 そうです。

岡田教育長 他にいかがですか。

教育委員 （なし）

岡田教育長 小中一貫教育にも皆さんは反対ではないので，一体型一貫教育校につい

て地域の人たち皆が賛同しているのかというのが主訴の議論だったので，

一応保護者の方々から賛同いただいているという認識で，市長協議も行

い，決定したことを進めるという合意形成ができたということで今は進め

ています。計画を出した時点で教育委員会では決定しているし，市長協議

としても総合教育会議でも決定しているので，教育委員会としてはこれを

理解いただいた上で粛々と進めていきますという回答をしています。もう

１点，適正化については皆さんにもいろいろなご意見をいただく中で，跡

地利用を皆さんはすごく地域の中で気にされていて，城見でも言われたの

は，決定するなら決定して，教育の中身はそうかもしれないけど，決定し

たのなら説明会に跡地利用の案を持ってくるのが普通ではないかという厳

しい意見もあったのですが，先程部長から説明があったように，地域の意

見をお聞きして，教育委員会や笠岡市役所として利活用する案があるかな

いかということと，それがなかった場合には，地域の方に意見を聞きます

から，これからそういう話をしてくださいという形なのですが，地域とし

ては学校をなくすのはあなた方だから，しっかりとした案を持ってきて欲

しいという要望的なものが強かったです。

山下委員 先程の活用の件なのですが，地域の側に立つと丸投げされたと思われる

可能性もあると思います。そうすると良くないと思うので，実際に手続き



として踏むのは，こういう可能性がありますというのは提示するべきだと

思います。「地域で考えてください」というのは簡単ですが，おそらく誰

もそんなのは思いつかない。だから，何かしら取っ掛かりの部分がない

と，地域の人は考えようがないというのが正直な話だと思いますので，や

はりそこは示すべきだとは思います。

岡田教育長 多分，今山下委員が言われた意見がほとんどですね。

森山部長 地元としてはそういう感じは受けました。

岡田教育長 例えば，今井小学校の跡地利用についてはある一定の地域の意見があ

り，そこにどういう風に私たちが関わるかということで，前にも話したよ

うに公民館的なシステムを入れたり，もう１つは郷土館ということの話も

して，そういうものがあれば，その中で協議を進めて，具体としてどうな

のかという話なのですが，今現在，城見・陶山・金浦についてはなかなか

はっきりしたものがないので，その辺は今後，教育委員会としても協議を

し，市長部局とも協議をしていく，もう１点は，それを進める担当部局を

設置して欲しいというのがありました。教育委員会が行くと，説明会も同

時進行でいっているので，小中一貫教育の具体，一体型一貫教育校の具体

を示して意見をいただくことが中心になってくるので，跡地利用の方を後

に回すようなところもあるので，そこら辺は全庁的にそういうことは考え

なければいけないとは思っています。ついでに，今井小学校の統合があと

何ヶ月か後ですけど，今順調に進んでいるかどうかを委員の皆様にお伝え

していただいてよろしいですか。

松尾課長 スクールバスは昨日，入札で業者が決まりました。業者が決まりました

ので，今後は，運行上のルール作りで等，利用する子ども達や家庭，バス

会社や学校で，連絡の方法や安全確認等を，大島東小学校で行っているも

のをベースに考えていくということがあります。そして，春休みの間に，

子ども達が実際に乗って，笠岡小学校まで停留所から乗って行っていただ

くという試乗をする予定で，そのスケジュールをこれから立てていくとい

うような状況です。

岡田教育長 まず，スクールバスが決まり，本当に安心しているのですが。その他，

学校教育課関係で何か報告があればお願いします。

槙野課長 ＰＴＡの活動部会の方ですが，それぞれ順調に話が進んでいます。児童

クラブの部会の方も，笠岡小の方へ行くという方向性が決まっていると聞

いています。それから先日，１１月の終わりだったと思いますが，ＰＴＡ

の活動部会もありました。これは，実際にどんなＰＴＡの運営に来年から

なっていくのだろうというようなところですが，方向性が決まったと，順

調に進んでいるということを聞いています。



岡田教育長 その都度何か情報があれば，お伝えしてもらえればと思います。その

他，委員の皆様から何かありますか。

東山委員 私もこの間，ＰＴＡの会合に参加させていただきました。今井小の保護

者の方もかなり積極的に意見を言われていて，安心しました。

（４）ユネスコ無形文化遺産『風流踊』について（生涯学習課）

石井課長 資料は協４－１から協４－１０です。去る１１月３０日に，モロッコの

ラバトで開催された政府間委員会において，白石踊が，風流踊の４１の民

俗芸能の，踊りのグループの一員としてユネスコ無形文化遺産に正式に決

定されて，国際的な高い評価を得ることができたので，報告します。この

ことを受け，参考として，その関係資料と祝賀の関係の記録写真を資料と

して，今回はまとめさせていただいたものです。記録写真にもありますよ

うに，地元白石島の皆さん，それから白石踊笠岡支部の皆さんらが喜びの

ビューイング，正式決定の時に画面越しに見るというようなビューイング

の会場の様子，また，１２月４日には，白石島での登録記念の祝賀セレモ

ニーであるとか，その会場のほど近いところに，地元にあります個人宅の

松浦邸というところで記念品展示の様子，それから各所での懸垂幕等での

ＰＲの様子などを，記録写真として今日は添付させていただいています。

なお，今後喫緊の課題である歴史の継承者というか，担い手育成の後継者

育成事業の強化を始めとして，白石踊の資機材の新調を含めた整備，ま

た，広報や普及啓発活動等，行政サイドとしても，白石踊会と共により一

層連携して，年次的・計画的にしっかり支援・対応していく方策につい

て，今後も協議を進めていきたいと考えています。

以上，ユネスコ無形文化遺産の正式決定についての報告とします。今日

はお手元に，１２月４日に会場内で配布したクリアファイルを置かせてい

ただきました。こちらを現場で配らせていただき，皆さんと祝意を分かち

合ったというものです。また，東山委員におかれては，早速笠岡市のホー

ムページ，バナーのところに白石踊のコーナーがありますが，もう少し

「祝ユネスコ無形文化遺産」という文字をきちんと入れて，もっと目立つ

ようにした方が良いのではないかとか，そこから展開されるページのとこ

ろについてもアドバイスをいただきましたので，修正を加えています。

岡田教育長 それでは，何かご質問・ご意見があれば，お願いいたします。

教育委員 （なし）

岡田教育長 これからしっかりと継承していかなければなりません。行政としても，そ

の責任の重さを感じています。また，いろいろお知らせさせていただきたい

と思います。



（５）令和４年度笠岡市成人式の開催について（生涯学習課）

石井課長 資料は協５－１で，日程，対象，それから詳細についてはすでに成人式

実行委員会，それから成人の代表者会での協議を経て，まさに今準備は佳

境に入っているところです。今年，特に例年と違うのは，令和４年４月１

日の民法改正により，成年年齢が１８歳に引き下げてある中で，式自体の

名称や対象者等について決定したものを，この度，過年度決定した内容で

実施する点，令和４年度は初年度ということです。日時等につきいては記

載のとおりで，来賓の方等もこちらに記載のとおりです。今は「第８波」

ということもありますので，今後も感染症の拡大状況を踏まえて，最終決

定としては１２月２６日を目処に判断をしてまいる予定としています。で

きればしっかり感染防止対策をして，やりきりたいということで，成人の

皆さんも熱を持って取り組んでいるところです。

岡田教育長 何かご質問・ご意見があれば，お願いいたします。

教育委員 （なし）

岡田教育長 基本的に行動制限等がない限り，今はイベント等も数字が戻っているの

で，感染防止対策を徹底して開催するという，先程課長が言ったような方

向で行っていくので，また何か変更があったら，連絡いただきます。

（６）笠岡市立図書館でのマイナンバーカードの対応について（生涯学習課）

石井課長 資料は協６－１で，記載のとおりマイナンバーカードが，今月は取得申

請強化月間ということで促進について，市民課を中心に取り組んでいると

ころです。このマイナンバーカードについては，市立図書館においても記

載のとおり，図書館利用者カードとマイナンバーカードを紐付けを考えて

おり，利用者カードとして紐付けることによって，マイナンバーカードを

有効に活用したいと考えています。導入は１２月末の予定で，ただ今準備

をいたしているところです。基本的には，図書館の利用者カードとマイナ

ンバーカードの両方を取得するという，そこがまず条件になります。それ

により，マイナンバーカードでも貸し出しができるサービスが受けられる

ようにすることということが第１の目的です。メリットもありますが，記

載のとおり，県内で言うと，他の図書館では岡山県立図書館がこの取扱を

しているのですが，現時点では若干限定的な取組です。２の項にあるよう

に，マイナンバーカードについては先程申したように，現在取得申請強化

月間ということで，市職員が地区公民館を会場に出張申請受付を実施して

いるところで，予想よりも多くの方が各地区公民館，島も含めてですが，

お運びいただいているようです。その一環で，図書館も会場の１つとして



申請会場を開設します。この機会を捉えて，図書館の利用者カード，それ

からマイナンバーカードの紐付けで「本の貸し出しサービスが受けられま

すよ」という取組について併せてＰＲしていきたいと考えています。

（７）笠岡市立竹喬美術館及び笠岡市立カブトガニ博物館のキャッシュレス決済サービス

（多機能決済端末 stera）の運用について（生涯学習課）
石井課長 資料協７－１は，竹喬美術館とカブトガニ博物館でのキャッシュレス決

済サービスの運用についてです。こちらについては，１１月１日から決済

端末のステラという機器を，２館導入しています。昨年度総務部にて，金

融協会から端末２台を寄附いただいたものでした。今年度に入り，教育委

員会生涯学習課の所管の施設で利用を開始することで，２館お引き受けし

て運用開始することにしたものです。この２館については，令和２年度の

途中からペイペイ決済のみ試行導入していました。この度，資料の，取扱

ブランドにもあるように，国際ブランドカードや，電子マネー・ＱＲコー

ドと大きく裾野を広げていくものです。なお，最下段に示しているとお

り，まだ半月実績の記録しかないのですが，今後利用率はこれより更に増

えるものと思っています。引き続き，利便性を高める取組を進めていきた

いと考えています。

（８）笠岡市立竹喬美術館特別展「開館４０周年記念 洋画の玉手箱 谷コレクション」

展の開催について（生涯学習課）

石井課長 続いて，竹喬美術館からの告知と，最後にカブトガニシアター講演会の

開催についてです。竹喬美術館については本日チラシをお持ちしているの

で，ご覧ください。一般財団法人自治総合センター，いわゆる宝くじ助成

を受けて今回実施をします。今回の谷コレクションは，谷氏の収集作品と

して，さまざまな洋画の作品が一堂に，９０点ほどの展示で見応えがある

ものとなります。なおこれは，竹喬美術館では現在，１２月１８日まで小

野竹喬の作品展をまさに今しており，最終段階を迎えています。「谷コレ

クション」はその次の企画となっているものです。また，小野竹喬の広め

隊の事業で，フォトモザイクアートの除幕や展示が１１月に行われまし

た。その節は，笑顔の写真の撮影に，協力ありがとうございました。

（９）笠岡市立カブトガニ博物館シアター講演会の開催について（生涯学習課）

石井課長 それからカブトガニ博物館については，お示しのとおり，シアター講演

会を，コロナ禍で実施できていませんでしたが，今回シアター講演会を再

開したいと思っています。講師の調整等がついたので，この度紹介するも



のです。

岡田教育長 （６）～（９）をまとめて，何か委員の皆様からご質問・ご意見はあり

ませんか。

教育委員 （なし）

（１０）その他

● 令和３年度の点検・評価報告書について（教育総務課）

松尾課長 本日，机の上に配布させていただいている「令和３年度の点検・評価報

告書」ですが，９月の定例会にて教育委員の皆様と協議し，様々な意見等

をいただきました。また，評価委員会において，評価委員の方々から質問

や意見等をいただき，その総合評価を，６１ページから添付した完成版を

今日配布していますので，またゆっくりご覧ください。

岡田教育長 その他にありますか。

● 清水氏庭園の記念物登録について（生涯学習課）

石井課長 ホチキス留めの資料をご覧ください。本日，文化審議会文化財分科会の

審議・議決を経て，笠岡市内に所在する登録記念物の新しい登録が，文部

科学大臣に答申される運びとなりました。実は本日の１７時に報道解禁と

いうことで，まさに今報道解禁を待っている状態になります。これは登録

記念物として登録が決定したというものですので，この後官報とか告示を

行われることで登録扱いということになります。これが資料中段に「令和

５年春頃」，これは文化庁に問い合わせたら，登録の完了予定とのことで

した。清水氏庭園については，生江浜に位置しており，登録記念物の名称

地関係となっています。一番最後のページに「登録記念物とは」とありま

すが，一番上に国の指定文化財とか県の指定文化財，市の指定文化財と，

それの指定制度を補完するかたちでの国の登録記念物という位置付けで，

若干緩やかな保護措置というようなことでの位置付けになる登録制度があ

り，今回がそれに該当します。所有者の清水さんについては，かなり前か

ら何か登録制度はないか，もしくは文化財の指定のようなことができない

かというような相談，依頼を受けていました。この度所有者とも協議し

て，国の登録記念物に申請することに同意をいただき，この度それの登録

の決定という運びとなったものです。全国の登録記念物は１３０件で，今

回は２件新登録という中の１件が笠岡市になります。笠岡市内では初の登

録記念物となるものです。位置図とか登録基準については，中程の資料を

ご覧になっていただければと思っています。庭園ですので，今後ここが正

式登録になったら，一般に開放するというような課題があるので，所有者



の方もそこについては，一般開放も視野に入れて，どういった季節，どう

いった時，そういったことのルール作りなどをして，基本的には開かれた

登録記念物であるということを念頭に，これから保護・管理をしていただ

くということになります。

岡田教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

藤谷委員 説明のあった清水氏庭園が登録されたということで，今まではこの庭園

というのは個人の所有だったのですか。

石井課長 そのとおりで，清水さん個人の所有です。

藤谷委員 登録後はどうなりますか。

石井課長 登録後も個人のものです。

藤谷委員 個人の所有物に対して，教育委員会としての関わりというのはどんな感

じになっていますか。

石井課長 こちらを維持していくために，文化財の補助制度等もあるので，そうい

った経済的な支援であるとか，ここの位置関係を示すような看板等の設置

も，協力しながら進めていくであるとか，そういう教育委員会としての関

わりはあります。基本的には所有者の方の維持・管理がベースにあって，

あとは市がサポートしていくという形にはなろうかと思います。

藤谷委員 管理は個人の方が，ということですね。

石井課長 そうですね。そういうことになります。

岡田教育長 他によろしいですか。それでは，その他に何かありますか。

● 図書館のパスファインダーについて（生涯学習課）

石井課長 資料の案内です。机に，図書館のパスファインダーというものをつけさ

せていただいています。図書館でテーマについて調べる時に役立つ資料や

ツールを紹介した，道しるべ的な情報探索ということでパスファインダー

というものを作成しています。ご覧いただければと思います。

岡田教育長 それでは，委員の皆様からその他に何かありますか。

教育委員 （なし）

岡田教育長 それでは，以上をもちまして，１２月定例会を終了します。本日はあり

がとうございました。


